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1.はじめに

最近､ UV領域で高効率,高出力発振特性を有するエキシマレーザの開発が進み､光化学､分光学､半導体プ

ロセス等の様々な分野への応用が展開されている｡我々は､このレーザの環境計測への応用を目指してUV額域

特有のラマン･蛍光分光方式レーザレーダシステムを開発し､環境大気中のN2､ 02､ H20分子､エアロゾル

等の多元遠隔計測法を検討してきた｡日　本文ではラマン･蛍光分光方式ユキシマレーザレーダの特長と基礎実

験結果を示し､ KrF､ XeCl､ XeF動作での大気の遠隔計測特性について報告する｡

_2.工もシマレーザ_i,-ダの特長

エキシマレーザレ-ダは､紫外域レ-ザを光源とするため､次の特長が見出される｡ (1)大気分子のレ-リー

散乱､及びラマン散乱の断面積が可視域に比べて増大する｡ (2)高い豊子効率を有する検出羊が存在する｡ (3)

入<300 ranでは太陽からの背景光雑音の影響が少ない､ソーラブラインド領域となる｡ (逢)可視域レーザに比べ､

肉取に対する安全性が高い｡

N2分子のラマン散乱測定における信号対経書比(S/N)のレ-ザ波長依存性を解析し灸結果､測定距離3km

での夜間におけS/Nは久-400nnj付近で最大

となった｡また､ El昼の測定では可視域にお

いて背景光雑音が増大するため300 run付近で

S/Nが最大となった｡きちに近距離では､

夜間でも､入<300nmの紫外域波長が有利と

なることが分かった｡

3.装置培成

図1にユキシマレーザレ-ダの装置培成を

示す｡エキシマレーザ(QUESTEK 2240型)の

ビームは石英プリズムを通り大気中に送出き

れる｡紫外域波長､特に248nmのKrFレ-ザ波

長ではA!コートミラーの反射率が50%以下と

低くなるため､ビーム方向を変えるには石英

の全反射プリズムが必要となる｡大京からの

後方散乱光は､直径20cmのニュートン型反射

望遠鏡で集光きれ回折格子分光器で分光きれ

た後､光電子増倍管(PMT)で検出され､分解

能8ビット､最小サンプリングタイム20nsの

トランジェントレコーダー､及びボックスカ

ー綿分器に入力される｡トランジェントレコ
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図1　ユキシマレーザレ-ダシステムの蜂成
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rダー出力は､マイクロコンピュータに転送きれ､積算平均処

理された後､ CRTに表示される｡

4.受信電力特性

図2に夜間の大気N2分子のラマン散乱強度のÅスコープ波

形と､その相対誤差Cを示す｡ R=300mまでは､出力及びラ

マン散乱断面積の大きいKrFでのS/Nが高いが､それ以上の距

離では､透過率の大きいXeFでのS/Ⅳが上まわっている｡この

ときの減衰定数は､ KrFで1.3km-1､ xeFで0.7km-1であった｡ま

泡､日昼の測定においてはKrFでのS/NがR=300-600mでの

距離でXeFでの値を-上まわっていることが分かった｡

5.　ノ旨の~マ'　　ェ　ロ､ルの　　　　ベ　　ル

図3に､ XeCI動作での高度75mにおける大気のラマンスペク

トルの測定例を示す｡ N2分子の他に02及びH20分子のラマ

ンスペクトルが測定できている｡図4はR=30伽はこお汁るKrFで

の大気スペクトルのTVズム分光器による測定例である｡波長

分解能は紫外域で9n打､可藤城で43nmになっている｡この時､

波長420n桁を中心に士王20棚の広い債域でエアロゾルの蛍光が釈

測できー　ざらに､高分解能化を画ることで蛍光スペクトル形状

が測定可能となり､エアロゾル成分と密度の空間分布測定が可

能になるものと考えられる｡

6.むすび

以上､エキシマレーザの環境計測への応用を目指し､ユキシ

マレーザレ-ダを棒成した｡大気分子とエアロゾルのラマン及

び､蛍光スペクトルを確認しミ　紫外域レ-ザ励起で初めて可能
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図2　大気Ⅳ2分子のラマン散乱強度のAスコープ波形
となるエアロゾルの成分速隔分析法を検討した｡
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図3　XeClによる大気のラマン散乱スペクトル　　　　　図4　KrF励起によるエアロゾルのスベクトjt,
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